
質 疑 応 答 内 容 （ 対 応 ） 等

防災行政無線は、台風の日や窓を閉めたときは
なかなか聞き取れないことが多いので、有線放
送も併せて実施できないか。

市では、確実に防災行政無線からの情報を市民
に提供するため、平成28年度に山川地域および
開聞地域、平成29年度に指宿地域において、防
災ラジオ（戸別受信機）の送信施設の整備を進
めています。市民の皆さまには防災ラジオを購
入していただくことにより、防災や行政情報を
確実に取得できるものと期待しています。

現在、旧指宿市焼却炉解体工事が施工されてい
る。鹿児島市内の業者が落札したが、地元の建
設会社がＪＶ（共同企業体）を組んで入札参加
することはできなかったのか。できるだけ地元
の建設会社が、入札に参加できるようにしても
らいたい。なぜこの入札は、ＪＶを組んで参加
したらいけなかったのか。

今回の焼却施設の解体工事は、指宿広域市町村
圏組合において実施していますが、解体後に敷
地造成工事を行い、跡地にストックヤードの建
設や駐車場の整備を平成29年度中に終える必要
があるところです。
そのため、１日でも早く工事に着手する必要が
あったことから、ＪＶでの一括発注方式とはせ
ずに、焼却施設は解体実績のある事業者に、管
理棟は指宿市内の建設業者に分割発注すること
で、地元経済浮揚策を講じたところです。ま
た、焼却炉の解体撤去工事においても、地元業
者の活用に努めるよう仕様書に明記していると
のことです。

指宿総合体育館は、建て替えの方が良かったの
ではないか。

指宿総合体育館は、老朽化と併せて平成32年
「かごしま国体」のバドミントン競技会場とな
ることから、国体施設基準を満たすよう、平成
29年度に大規模改修工事を予定していました。
しかし、平成28年９月に本市を襲った台風16号
により、屋根２カ所に大きな穴が開くなど甚大
な被害を受けたことから、新築（建て替え）に
ついても検討しました。
結果、新築するには現在地以外にふさわしい場
所がないこと、現在地に建て替えるとすれば利
用できない期間が約３年半に及ぶこと、改修工
事と比較すると約２倍の費用が掛かること等の
理由から、大規模改修が望ましいという判断を
しました。
なお、一刻も早く市民の皆様が利用できるよ
う、平成28年度中に契約を済ませ、平成29年度
当初から工事に取り掛かっており、12月中には
完成する予定です。
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